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霧
ケ
瀬
橋
を
渡
っ
て
川
中
の

「
立
石
」
を
過
ぎ
る
と
鴛
鴦
淵

に
着
く
。
熊
南
峰
は
「
両
岸
の
樹

枝
の
低
く
垂
れ
た
間
に
、
緑
を

溶
か
し
た
よ
う
な
色
を
湛
え
て

い
る
長
い
淵
」
で
、「
毎
年
十
月

に
な
る
と
数
十
番
（
つ
が
い
）
の

鴛
鴦
が
群
集
」
す
る
、
と
記
す
。

鮮
や
か
な
冬
羽
の
オ
シ
ド
リ
が 

 

             

無
印
良
品
か
ら
は
山
口
恵
介

広
島
パ
ル
コ
店
長
と
イ
ベ
ン
ト

担
当
者
二
人
、
さ
ん
け
ん
か
ら

は
本
宮
炎
理
事
長
と
本
宮
宏
美

事
務
局
長
が
出
席
し
た
。 

 

さ
ん
け
ん
か
ら
は
一
月
の
大

雪
の
実
情
を
説
明
し
、
雪
か
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
高
齢
化

が
進
む
中
、
都
市
の
人
が
楽
し

み
な
が
ら
地
域
の
困
り
ご
と
を

解
決
す
る
交
流
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
案
し
た
。
山
口
店
長
は
「
社 

    

淵
に
溢
れ
る
光
景
は
、
今
は
見

ら
れ
な
い
。
人
工
の
貯
水
池
な

ど
へ
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

   

こ
の
辺
り
は
八
幡
村
に
属
し

た
。
霧
ケ
瀬
よ
り
下
流
は
戸
河

内
村
で
あ
る
。
の
ち
に
三
段
峡

が
名
勝
に
指
定
さ
れ
る
基
と
な 

  
 

     

会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
の
で
は
」
と
期
待

を
寄
せ
た
。 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
苔
テ
ラ

リ
ウ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
決

め
た
。
予
め
無
印
良
品
で
キ
ッ

ト
を
購
入
し
、
店
舗
内
か
ら
本 

     

新
年
度
の
事
業
申
請
へ
向
け

た
安
芸
太
田
町
地
域
づ
く
り
課

と
さ
ん
け
ん
の
協
議
が
一
月
八

日
と
十
五
日
の
両
日
、
開
か
れ

た
。
さ
ん
け
ん
が
中
心
に
な
っ

て
、
総
務
省
の
過
疎
地
域
等
集

落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援

事
業
に
申
請
す
る
。
対
象
集
落 

    

る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存

法
が
、
一
九
一
九
年
に
公
布
さ

れ
た
。
八
幡
村
は
翌
年
、「
八
幡

村
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存

会
」
を
設
立
し
た
。
委
員
に
樽

床
の
後
藤
吾
妻
や
前
号
で
触
れ

た
野
田
不
二
仁
の
名
が
あ
る
。 

 

保
存
会
は
山
県
郡
役
所
の

要
請
で
設
置
さ
れ
た
。
証
拠
は 

宮
理
事
長
が
指
導
し
て
、
参
加

者
は
自
宅
で
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
を

作
成
す
る
企
画
。 

 

「
ロ
ー
カ
ル
ニ
ッ
ポ
ン
」
は
、

地
域
活
動
や
人
々
の
魅
力
を
写

真
と
記
事
で
紹
介
し
て
い
る
。

担
当
の
カ
ゼ
ミ
佳
織
さ
ん
は

「
話
を
聞
い
て
ま
す
ま
す
三
段

峡
や
さ
ん
け
ん
を
皆
さ
ん
に
知

っ
て
ほ
し
く
な
っ
た
」
と
話
し

た
。
記
事
は
さ
ん
け
ん
会
員
の

中
本
祥
二
さ
ん
が
執
筆
す
る
。 

    

は
三
段
峡
正
面
口
の
柴
木
と
梶

ノ
木
、
板
ケ
谷
、
川
手
の
旧
四
合

小
学
校
区
。 

 

三
段
峡
ホ
テ
ル
前
の
売
店
改

修
や
交
流
型
地
域
の
困
り
ご
と

解
決
事
業
、
町
内
の
団
体
や
事

業
者
と
協
力
し
て
実
施
す
る
耕

作
放
棄
地
対
策
、
観
光
プ
ロ
モ 

    

な
い
が
裏
に
、
「
山
県
郡
写
真

帳
」
の
制
作
を
郡
役
所
か
ら
頼

ま
れ
、
人
脈
を
築
い
て
い
た
南

峰
の
動
き
が
見
え
る
。 

   

郡
制
は
二
三
年
に
廃
止
さ
れ

た
が
、
残
務
処
理
の
た
め
二
六

年
ま
で
存
続
し
た
。
二
五
年
ご

１ 

 

    

安
芸
太
田
町
で
活
躍
し
た

り
、
ゆ
か
り
が
あ
っ
た
り
す
る

人
の
話
を
聞
く
「
あ
き
お
お
た

の
楽
し
い
１
０
０
人
」
が
一
月

二
十
四
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
井
仁

の
棚
田
カ
フ
ェ
「
イ
ニ
ミ
ニ
マ

ニ
モ
」
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
中

継
さ
れ
た
。
無
観
客
は
二
回
目
。 

 

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
地
域
振
興
を

目
指
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
受
け
入
れ
も
検
討
す
る
。
事

業
総
額
は
約
二
千
万
円
。 

 

本
宮
宏
美
事
務
局
長
は
「
三

段
峡
を
百
年
先
へ
残
す
に
は
、

周
辺
集
落
の
活
性
化
が
欠
か
せ

な
い
。
さ
ん
け
ん
が
地
域
に
受

け
入
れ
ら
れ
、
貢
献
す
る
取
り

組
み
に
し
た
い
」
と
、
同
事
業

を
位
置
付
け
る
。 

    

ろ
の
探
勝
路
建
設
計
画
の
際
、

郡
役
所
か
ら
戸
河
内
村
へ
出
さ

れ
た
通
牒
の
内
容
か
ら
、
い
か

に
も
南
峰
ら
し
い
三
段
峡
愛
が

読
め
る
。
村
の
資
料
や
計
画
の

多
く
を
作
っ
た
南
峰
は
、
郡
の

権
限
が
消
え
る
最
後
の
機
会
を

も
つ
か
ん
で
三
段
峡
を
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
た
。（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

三
十
人
が
ラ
イ
ブ
視
聴
し
、
動

画
は
四
三
〇
回
再
生
さ
れ
て
い 

    

大
規
模
風
力
発
電
を
計
画
し

て
い
る
広
島
西
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ

ー
ム
建
設
事
業
（
仮
称
）
の
環
境

影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
が
一

月
二
十
六
日
、
始
ま
っ
た
。
二
月

二
十
六
日
ま
で
、
意
見
書
提
出

期
限
は
三
月
十
一
日
。 

 
 

 

地
域
説
明
会
は
二
月
中
旬
ま

で
建
設
予
定
地
を
含
む
六
か
所

で
開
か
れ
る
。
風
力
発
電
施
設

建
設
問
題
に
取
り
組
む
三
団
体

は
共
催
で
二
月
二
十
日
、
説
明

会
を
受
け
て
学
習
会
を
開
く
。 

 

事
業
者
に
よ
る
と
環
境
配
慮 

る
（
二
月
六
日
現
在
）。 

 

出
演
は
井
仁
の
町
職
員
小
笠

原
文
麿
さ
ん
、
同
町
に
嫁
い
だ

小
田
理
恵
さ
ん
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
梶
原
仁
正
貴
さ
ん
。 

   

書
へ
の
三
〇
七
通
の
意
見
書

は
、
異
例
の
多
さ
だ
っ
た
と
い

う
。
本
宮
炎
理
事
長
は
「
多
く
の

声
は
事
業
者
と
対
等
に
話
せ
る

力
に
な
る
」
と
強
調
。「
考
え
る

会
」
は
方
法
書
に
対
し
、
一
〇
〇

〇
通
の
意
見
書
を
目
指
す
。 

 

  

★
お
知
ら
せ 

さ
ん
け
ん
新

聞
を
編
集
し
て
い
た
パ
ソ
コ
ン

が
ダ
ウ
ン
し
た
た
め
、
機
種
を

切
り
替
え
ま
し
た
。
題
字
や
「
南

峰
と
歩
く
」
な
ど
一
部
の
書
体

が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

雪
割
草
の
開
花
は
春
の
訪

れ
の
指
標
の
一
つ
。
昨
年

は
二
月
上
旬
だ
っ
た
が
通

常
は
三
月
の
雪
の
中
。
今

年
は
い
つ
な
の
か
注
視
。 

研修会・運営に積極参加   
小田 理恵さん 

  

岡山の住宅街で育ったころ

から、田舎にあこがれていた。

2010年、夫の実家がある安芸太

田町へ。子供も大人も自然の中 

で楽しむ子育てサークル「山のくらしえん わ

はは」を主宰している。 

さんけん主催の研修会に参加したり、運営ス

タッフに加わったりしている。さんけんを「ち

ょっと変わったと思わせる面白い人の集まり」

と表現する。６年前、３歳の娘と水梨口まで歩

いたのが最初。三段峡は「自然の規模が大きく

迫力満点。魅力は未知なるところ、神秘的なと

ころ」。きれいな自然を保ち続けて欲しい。（宏） 

この人 
人 

南
峰
と
歩
く 

 

㊷ 

鴛
鴦
淵
（
お
し
ど
り
ぶ
ち
） 

■
滲
む
三
段
峡
へ
の
愛 

■
保
存
会
設
立
支
え
る 

 

今
は
見
ら
れ
な
い
「
数
十
番
の
群
集
」 

   

▼
季
節
の
指
標 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

今
年
は
百
二
十
四
年
ぶ

り
に
節
分
が
一
日
早
い
二

月
二
日
に
な
っ
た
。
立
春
は 

 

一口メモ 

三
日
。
一
月
に
は
長
淵
橋

の
欄
干
が
隠
れ
る
ほ
ど
の

大
雪
と
な
り
、
長
淵
も
結

氷
し
て
厳
し
く
も
あ
る

が
、
美
し
い
景
色
だ
っ
た
。 

 
 

    

無
印
良
品
と
協
業
事
業
を
協
議 

困
り
ご
と
解
決
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
案 

 

二
〇
一
九
年
か
ら
協
業
事
業
を
実
施
し
て
い
る
無
印
良
品

と
一
月
二
十
六
日
、
新
年
度
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
昨
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
試
行
イ
ベ
ン

ト
を
除
き
全
事
業
が
中
止
に
な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
実
施

で
き
る
方
法
を
探
る
方
向
で
合
意
し
た
。
無
印
良
品
の
Ｗ
ｅ
ｂ

メ
デ
ィ
ア
「
ロ
ー
カ
ル
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
取
材
を
受
け
た
。 

     
 
 
 

リ
ー
ド 

三
段
峡
周
辺
集
落
活
性
化
へ
事
業
申
請 

団
体
、
事
業
者
と
協
力
し
て
地
域
振
興 

 

「
楽
し
い
１
０
０
人
」
無
観
客
中
継 

風
力
発
電 

縦
覧
開
始 

二
月
二
十
日
に
学
習
会
開
催 

試行イベントで魚取りを体験する無印
良品の女性社員 （2020年 8月 25日） 

https://sanken-/

